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部活動の改善点

自分の最高を引き出す／主体性・内発性
オートテリック・パーソナリティ



Q：現在、練習の時間や内容、試合のメンバーなど、
自分たち（生徒同士）で決めていることはありますか？

8.6%

23.0%

47.3%

21.0%

ほとんど全部、自分たちで決めている 半分程度は、自分たちで決めている

一部は、自分たちで決めている 全く、自分たちで決めていない

n=3,324

佐賀市

ほとんど全部、自分たちで決めている

半分程度は、自分たちで決めている

一部は自分たちで決めている

全く自分たちで決めていない

8.6%

23.0%

47.3%

21.0%

（n=287）

（n=766）

（n=1,572）

（n=699）

佐賀県佐賀市の実践（１）
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Q．練習時間や内容、試合のメンバーなど、部活動において
自分たち（生徒同士）で決めたいと思いますか？

部活動の現状について

自分たちで全く決めていない子ども

699人（全体データの21.0%）のうち

70%以上の子どもたちが
より主体的に取り組みたいと考えている

Q．現在、練習の時間や内容、試合のメンバー

など、自分たち（生徒同士）で決めているこ

とはありますか？

10.7%

20.5%

41.9%

26.9%

ほとんど全部、自分たちで決めたい 半分程度は、自分たちで決めたい

一部は、自分たちで決めたい 全く、自分たちで決めたくない

n=699

佐賀市

全く、自分たちで
決めていない

21.0％

佐賀県佐賀市の実践（２）
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（1） 実証事業の実施状況報告

方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル） アンケート結果③（R7.3/10時点）

活動の質に対する評価

キャプテンなどの
部内の役割

すべて自分たち

23％

ほとんど自分たち

31％
少し自分たち

26％

うち83%がよかった・とてもよかった

練習メニュー

すべて自分たち

17％

ほとんど自分たち

33％
少し自分たち

35％

うち62%がよかった・とてもよかった

練習日数
練習時間

すべて自分たち

９％ ほとんど自分たち

12％
少し自分たち

18％

うち46%がよかった・とてもよかった

生徒 n=114 （注）（）は2週間のみ試行した学校を除く数字



（1） 実証事業の実施状況報告

方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル） アンケート結果③（R7.3/10時点）

活動の質に対する評価 生徒 n=114 （注）（）は2週間のみ試行した学校を除く数字

今後も佐賀モデルに
取組みたいか？

そう思う

37％

ややそう思う

51％

なぜ、取り組みたくないのか？



【１】国の動向について

「部活動改革に関する実行会議」中間とりまとめ 概要

スポーツ庁／令和６年12月

「地域移行」という名称は、「地域展開」に変更

【コンセプト】

①学校内で運営されてきた活動を、地域全体で支えていく。
②新たな価値を創出し、より豊かで幅広い活動を可能とする。



地 域

社会教育活動

対象：幼児
小・高校生〜高齢者

期間：生涯

アップデート移行

部活動

対象：中学生
期間：３年間

学 校

多種多様な体験活動
（マルチ・アクティビティ）

新たなコンテンツ
文化芸術活動

新たな参加者

エンジョイ志向期間を問わない
（止めてももいい）

【２】部活動の地域「展開」を進めるために/今後の進め方

❌スライド移行


